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北海道苫小牧沖海底コアに認められた低次生産の 100年スケール変動
Centennial-scale variability in lower trophic level productions off Tomakomai, Hokkaido
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海洋表層の栄養塩は、表層の生物生産を支え、生態系を通じて我々の水産資源の安定供給を支えている。20世紀後半以
降、北西太平洋ではリン酸に代表される貧栄養化トレンドが認められている (Limsakul et al., 2001; Tadokoro et al., 2009;
見延庄士郎, 2013)。この貧栄養化の減少率は世界最大規模であるとされ (見延庄士郎, 2013)、関連する低次生産の減少も
報告されてきた (Boyce et al., 2010; Tadokoro et al., 2009)。こうした貧栄養化トレンドの原因は、地球温暖化による亜熱
帯循環と黒潮・親潮続流の強化にあるとされ、その影響の規模は大洋規模に及ぶとされる (見延庄士郎, 2013)。しかし、
この貧栄養化トレンドが温暖化によるものか、あるいは自然変動によるものかについては明らかでない。自然変動由来
の栄養塩濃度の変動がどの程度現在の貧栄養化に寄与しているかを知ることは、今後の地球温暖化による大洋規模の貧
酸素化を考える上で重要である。しかし、これまでの 50年程度という栄養塩の観測データのみでは、自然変動がもたら
す栄養塩の長期的な変動パターンやその変動の規模を知ることは困難であった。
本研究では、北西太平洋における自然変動による長期的な栄養塩変動を明らかにすることを目的して、亜寒帯域で栄

養塩に敏感に応答する低次生産 (Tadokoro et al., 2009)を栄養塩指標として栄養塩濃度の長期記録を復元した。冬季から
春季に沿岸親潮域にあたる北海道苫小牧沖海底コアを用いて、生物源オパール・色素を 10～40年の時間解像度で分析し
た。その結果、これらの低次生産指標には 100～1000年スケールの変動が認められた。生物源オパール、クロロフィル
a＋分解物、SCEs(steryl chlorine esters)のフラックスに基づくと、最も振幅の大きい過去 1300年間ではピーク時の値か
らそれぞれ 19-42%、12-19%、 11-65%まで減少することがわかった。これが栄養塩濃度の減少に起因するならば、この
減少の規模は 1958年以降過去 40年間の親潮域のリン酸濃度の低下の規模（23%）(Tadokoro et al., 2009)とほぼ同等で
ある。現在の生物源オパールのフラックスは低水準期にあたり、約 100年前の高水準期以来の減少は 100年スケール変
動の一部であると捉えることもできる。同様な 100年スケール変動は、別府湾やカリフォルニア沖から復元されたマイ
ワシのアバンダンス、アラスカの湖沼堆積物から復元されたサーモンアバンダンス、北米年輪に基づく PDO指数にも認
められ、なんからの大洋規模の気候変動が各海域の生物生産や PDO指数の 100年スケール変動の背後に関わっている可
能性がある。今後の大規模な栄養塩変動や水産資源変動を予測するためには、さらに広範囲での生物生産記録を復元し、
100年スケール変動の実態とその駆動メカニズムに関する研究が必要である。
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